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在籍数出席数 算定対象数 出席率
３４ ２4 ３０ 80％

お客様 　

　

 

　

出　席　報　告

当日

 

 

 

プログラム予告

　８月　７日 理事会・クラブ協議会
　８月１４日 　休会
　８月２１日 通常例会　（卓話　宮嶋市郎）

　８月２８日 通常例会　（卓話　梶山貞芳）

　９月　３日（火） ガバナー公式訪問　　　（豊栄）

　９月　４日 　休会
☆はゲストスピーカー

 

 

□会 長／永松健太郎 

□幹 事／臼井 直哉 

□広報委員長／加藤宏隆 

通算第２９７０回 ２０２４年 (R６ ) ７月１０日 第２例会 第２号  

Gouu 号  
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号  
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□例会場／天 朝 閣 

TEL 0250‐62‐2055 

□例会日／水曜日 

PM12:30～1:30 

 

本年度 RI テーマ RI 会長ステファニーA.アーチック  

「ロータリーのマジック」  

本年度地区テーマ 地区ガバナー 南雲博文  

「ロータリーはステージ・みんな輝く！」  

本年度水原 RC テーマ 会長 永松健太郎  

「因往推来（いんおうすいらい）～100 年続

くクラブに」  

 

SAA：鈴木康寛さん 

開会の点鐘…永松会長 

ロータリーソング「我らの生業」斉唱、

「四つのテスト」唱和 

 

新入会員の紹介…小林泰典（たいてん）

さん 

 

【会長挨拶】永松会長 

 今月は母子の健康月間ということで、

他のクラブはどのような活動をしている

のか紹介します。（資料配布） 

「まずは自分の体をしることから」という

ことで、大阪西南 RAC ではスポンサークラブ

である大阪西南 RC と合同で地区補助金を活

用してフィリピン・ルソン島のターラックに

トイレを設置するプロジェクトを企画。そこ

で併せて現地の女子学生に向けて性教育を実

施し、さらに生理用品を買えずに学校に行け

なくなる子や、不衛生な生理用品を使って病

気になるリスクを抱えている子を少しでも減

らしたいという思いから、月経カップを届け

る事業を計画しました。 

RI２５６０地区（新潟県）第一分区クラブ番号１３９４９  

 



 な ど 、 さ ま ざ ま な 活 動 を し て い ま す 。

YouTube などでも紹介していますので、時間

があるときに参考にしていただきたいと思い

ます。 

  

【幹事報告】臼井幹事 

・一般会計収支予算書の変更点を記載したも

のを配布しました 

①  70 周年記念事業の積立金を前期・後期１

万円ずつ徴収します。収入の部支出の部

に項目を追加しました。 

・新潟いのちの電話より寄付のお願い 

・新潟日報より暑中見舞い掲載依頼 

・スポアナビ７月号 

・他クラブ例会変更のお知らせ 

・夫人誕生日祝いの発送先について、クール

便で届きますので自宅を希望の方は事務局へ

連絡をしてください 

・豊栄 RCとの合同夜間例会の案内をメール・

ファックスで連絡します。 

 

【委員会報告】 

・会計…須田幸英さん 

７月 22 日に上半期年会費 95000 円、米山

奨学会寄付 14000 円、 R 財団年次寄付金

10000 円、70 周年記念事業積立金 10000 円計

129000 円を引き落としします。 

 

・奉仕活動委員会…羽田庄一さん 

 委員会をクラブ協議会の前、７月 17 日に開

いて打ち合わせをしたいと思います。 

 

・出席委員会･･･若月正和さん 

本日の出席は 24 人で出席率は 80％でした。 

 

・ニコニコボックス…梶山貞芳さん 

〇孫が誕生…上松昭浩さん 

〇卓話無事終了…佐藤陽子さん 

〇新入会員歓迎…２０人 

本日合計  ２７，０００円 

本年度累計  ５７，０００円 

【新入会員の紹介】 

若月正和さん 

 名誉会員の小林義明さんのお婿さんで。

子どもの教育に携わりたちばなこども園を

運営されています。 

小林泰典さんの自己紹介 

 たちばなこども園の園長を務めていま

す。地域社会に貢献してまいりたいと思い

ますのでご指導よろしくお願いします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

【卓話】佐藤陽子さん 

 父、紫香園のルーツをお話しします。波

乱万丈で 30分では終わらないと思います。 

 父は砂押の神社の神主の三男坊として生

まれました。20 代は東京で映画のカメラマ

ンの助手をしていましたが、戦争が激しく

なって実家に戻り出兵する人たちの写真を

撮ってとても忙しくしていました。激戦の

フィリピンにカメラマンとして出兵しまし

た。復員して帰る途中駅の構内でお茶を買

う人の姿を見てこれから日本は「癒しの時

代」になるのかと思ったそうです。そして

静岡にお茶の葉を仕入れに行ったそうで

す。ご縁があっていい人に出会い、お茶の

いろはを教えてもらったそうです。30 歳で

お茶屋を始め、始めは水原市にリヤカーで

お茶を売り、商売が好きだったのであっと

いう間に売り切れてしまい、汽車で移動し

て営業をするようになりました。 

 


